
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム　小葉音

目標達成計画 作成日：　令和　　6　年　　5　月　14　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2
・事業所とのつきあい
地域の一員としての日常の交流

・地域の行事等に参加し顔見知りの関係が築
ける。

・地域の行事、祭り事に参加する。
・社会資源の活用

6ヶ月

2 4
・運営推進会議
日中仕事などで休みがとれず、家族・地域・行政
の参加が出来なかった。

・ご家族が必ず参加できるよう調整ができる。
・ご家族が平日の参加できない時は、市職員の方
に相談し、参加等をお願いを試みる。

6ヶ月

3 1
・事業所の理念の共有
グループホーム開設時の職員が少なく、理念が理
解できていない。

・統一したケアが出きる。
・オンライン研修やセミナー等に参加する。
・認知症について勉強会を行う。

6ヶ月

4 13 ・統一したケアができていないのではないか。 ・理念に添った個人の思いやケアができる。 ・職員が理念に添ったケアを行う事ができる。 6ヶ月

5 19 ・ご家族との距離が近くなり過ぎていないか。 ・ご家族の適切な距離を保つ事ができる。
・グループホーム運営基準に添った支援を行っ
ているか。

6ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

公益社団法人　佐賀県社会福祉士会


